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去る 7 月 12、13 日に北海道医療技術者連絡協議会道庁パネル展が北海道庁の１階で開催され、

道内の医療職種 11 団体が集まりました。期間中は合わせて二百数十名の来場があり、熱心な質問な

どに対応し日頃の活動などを理解していただくには大変よい機会であったと思います。 

当会からは、室橋会長（札幌医科大学附属病院）、加藤副会長（北海道大学病院）、齊藤公益事業

推進委員会委員長（斗南病院）が参加され、「臨床工学技士を知ってますか？」、「臨床工学技士と

は？」、「臨床工学技士の業務」などのパネルを掲示し臨床工学技士という職業をアピールしました。 

また、公益社団法人北海道臨床工学技士会では公益事業の一環として、AED に対する日常点検

の啓発に努めておりますが、本パネル展においても訓練用の AED を展示し、点検の重要性や当会の

公益性についてアピールする良い機会となりました。 
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各セミナーにおきましては、何かとご多忙の

なか貴重なご講演をしていただいた先生方、座

長を引き受けてくださいました先生方、共催し

セミナーの開催に御尽力していただいた各社の

皆様に、この場を借りて厚く御礼申し上げます。 

血液浄化セミナーの様子 

＜第 3回北海道呼吸療法セミナー＞ 
去る 8 月 12 日に北大学術交流会館 2F 講堂に

おいて第 3 回北海道呼吸療法セミナーが開催さ

れました。本セミナーは「RST をいかに立ち上

げるか？」、「Sepsisと肺障害」、「急性期NPPV」、

「呼吸管理：海外経験を通して」、「わかりやす

い肺保護換気」、「新しい呼吸療法 ﾈｰｻﾞﾙﾊｲﾌﾛｰ」

と幅広い内容で有意義な講演ばかりでした。 

また、今回の北海道呼吸療法セミナーから 3 学

会合同呼吸療法認定士更新ポイント 25 点 （1 日）

が取得できるようになりました。今後、毎年開催

する予定です。 

北海道呼吸療法セミナーの様子 

＜DVD 販売のお知らせ＞ 

昨年開催された第 2 回北海道呼吸療法セミナ

ーで、東京女子医科大学 東医療センター 佐

藤 敏朗先生の教育講演が非常に好評で、DVD

販売の要望があり、準備を進めておりました。 

この度、佐藤先生のご厚意で販売させて頂く

準備ができましたのでご案内致します。なお、

この販売による佐藤先生の収益はありません。あ

くまでもご厚意によるものであることを申し添え

ます。 

 販売方法等の詳細は当会ホームペー ジ

（http://hcea.umin.ac.jp/）にてご確認下さい。 

＜北海道心カテセミナー vol.1＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
去る7月7日にTKP札幌ビジネスセンターアネ

ックス6Cおいて北海道心カテセミナーが開催さ

れました。本セミナーは「教育を極める」をテ

ーマに当会と株式会社GOODMANの共同で催

されました。 

セミナーでは「デバイス開発の経緯 ～PTCA

バルーンができるまで～」、「心カテ室における

教育 ～名古屋ハートセンター流教育システム

～」の2講演が行われ、それぞれ株式会社GOOD 

MANの杉浦寿史先生、名古屋ハートセンターの

山口敏和先生に解りやすく講演していただき、

臨床現場での教育において大変参考になる有意

義なセミナーでした。 

＜第6回血液浄化セミナー＞ 
去る7月22日に札幌医学技術福祉歯科専門学

校において血液浄化セミナーが開催されまし

た。6回目を迎えたこのセミナーですが、約100

名のご参加をいただき無事盛会に終了すること

ができました。 

今回の教育講演は「オンラインHDFについて」

というテーマでニプロ株式会社、株式会社 ジ

ェイ・エム・エス、日機装株式会社、東レ・メ

ディカル株式会社に講演をして頂き、日々の業

務ですぐに役に立つ有意義なセミナーとなるよ

う企画されました。 
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◆RMニュース◆ 
 ＜手術の点滴で 男性、後遺症も＞ 

 大阪市の病院は 1 日、点滴の空気を抜かずに動

脈に注入したため、男性患者（60代）が脳梗塞を起

こす医療ミスがあったと発表した。男性は命に別条

はないが、半身まひなどの後遺症が残る可能性が

ある。市は家族に謝罪、都島署に相談している。 

病院によると、男性は 7 月 26 日、脳動脈瘤の手

術を受けた。血液が固まりにくくなる薬品を点滴で

動脈に注入していたが、約 2cc の空気が脳の血管

に入り、一時的に血液が流れなくなった。執刀医が

すぐに点滴を止めたが、男性は 8月 1日になっても

意識がはっきりしないという。 

 放射線科の女性看護師（34）が手術の準備をした

際、点滴パックの空気を抜いていなかったのが原

因。センターのマニュアルは空気を抜くと定めてい

るが、看護師は「準備が多く、忘れてしまった」と話

しているという。 

 副院長は「複数でチェックするなどして再発防止

に努める」と話している。  

8月 2日 掲載：毎日新聞社 

平成 24年度 6月～7月までの理事会において

以下の報告・協議がされました。 

 

 北海道心カテセミナーの開催 

 公益事業推進委員会の開催 

 道庁保健福祉部医療薬務課へ計画停電にお

ける在宅人工呼吸器関連での話し合い 

 道庁および日本産業・医療ガス協会、北海

道電力（株）の協力による、小型発電機と

人工呼吸器を接続し、2 時間連続動作によ

る検証 

 道庁保健福祉部医療薬務課へ AED 点検講

習会実績報告、救急の日に向けた AED 関連

セミナー開催に向けた話し合い 

 公益認定等委員会だより 8 月 1 日号（内閣

府公益認定等委員会 発行）に当会の公益

活動掲載 

 北海道呼吸療法セミナーの開催（今回から

3 学会呼吸療法認定ポイント 25 点取得） 

 賠償責任保険（当会）資料を会員へ発行 

公益認定等委員会だよりの表紙 

「公益認定等委員会だより」の第9号に当会の活

動記事が掲載されました。「公益認定等委員会

だより」は内閣府公益認定等委員会事務局が発

行しているもので、その中の連載記事の「公益

法人活動紹介」記事として掲載されております。 

下記に示すセミナー、学会等が開催されます。

皆様多数の参加をお願いいたします。詳細は公益

社団法人 北海道臨床工学技士会ホームページ

または各記載の webサイトをご覧ください。 
****************************************** 

2012年 9月 7日（金）～8日（土） 

「Sapporo Live Demonstration Course 2012」 
会場 ロイトン札幌 

札幌市中央区北1条西11丁目 

http://sldc.co.jp/ 

****************************************** 

2012年 10月 27日（土）、28（日）、 

11月 10日（土）、11日（日） 

「第 5 回 医療機器情報ｺﾐｭﾆｹｰﾀｰ（MDIC） 
認定セミナー」 

会場 北海道建設会館 

    札幌市中央区北 4条西 3丁目 1 

http://www.jsmi.gr.jp/ 

****************************************** 

2012年 11月 25日（日） 

「第 23回 北海道臨床工学会」 
会場 北大学術交流会館 

札幌市中央区北 8条西 5丁目 

http://hcea.umin.ac.jp/ 

 （演題登録 9 月 26日～10 月 24日） 

****************************************** 
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このコーナーは、平成 23年度の卒業生で北海道臨床工学技士会より表彰を受けた道内臨床工

学技士養成校の卒業生に、現在の状況や今後の抱負など熱い思いを語ってもらうコーナーです。 

今回は、本年 3 月に札幌医学技術福祉歯科専門学校を卒業し、現在旭川赤十字病院にて勤務

中の五十川 沙紀さんです。 

旭川赤十字病院 

五十川 沙紀 

（札幌医学技術福祉歯科専門学校 卒業） 

 

この春、私は札幌医学技術福祉歯科専門学校

を卒業し、現在旭川赤十字病院の臨床工学課の

一員として業務に従事しています。勤務し始め

てから、瞬く間に五か月になろうとしています

が、医療の現場は学ぶことの連続で、日々自分

の未熟さを痛感しています。今は先輩方から仕

事を教えていただきながら、少しずつ「医療従

事者として働く」という自覚が芽生えてきてお

ります。 

主に携わっているのは、透析センターでの業

務で、プライミングを始め穿刺後の開始作業や

返血、透析開始後の患者様の容体や透析機器の

チェックなどを行っています。透析センターで

は医療スタッフや患者様と接する機会が最も

多いため、コミュニケーションの有り様を常に

考えています。特にコミュニケーションの重要

性を感じたのは穿刺時で、何気ない日常のこと

でも会話を続けつつ穿刺を行うのと、コミュニ

ケーション無く穿刺を行うのでは患者様の表

情に大きな違いがあることに気づきました。 

私はまだ穿刺を行うことは出来ませんが、今後

穿刺を行うようになったときには、先輩方のよ

うにコミュニケーションをとることで患者様

の不安をできるだけ取り除けるよう、精励して

いきたく思います。 

また透析センター以外では、血管造影や人工

心肺操作、ペースメーカーの点検、医療機器の

保守管理などの業務も見学、実施しています。

関係する業務内容は多岐にわたるため、各仕事

内容についていくのは大変ではありますが、得

られる知識は幅広いものです。 

現場での私の知識は今は底の浅いものです

が、これから多種多様な業務に携わり経験を積

んで、患者様により良い医療を提供できる臨床

工学技士となるよう尽力したく思います。 
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（詳細は日本医療機能評価機構のホームページをご覧下さい） 
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